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  第１５３号  ２０１７年 ５月 

   

発行（公財）かながわトラストみどり財団  編集 NPO法人かながわ森林インストラクターの会 

〶２２０－００７３ 横浜市西区岡野２―１２－２０ 神奈川県横浜西合同庁舎内 

☎０４５－４１２-２２５５  URL:http://www.ktm.or.jp    E-mail: midori@ktm.or.jp 

定例観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO 法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内しま

す。やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

春の連休初日にやどりき水源林へ出かけました。やどりきのバス停に降り立つと、中津川両岸の山からやどりき水

源林へ向かって萌黄色があふれてきています。  

バス停からやどりき水源林への道すがら出会った花たちです。 

 

タチツボスミレ 

アケビ 

ヤマブキ 

コナラ 
クサイチゴ 
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（NPO法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信グループ 153号 担当 佐藤 恭平 

 

6月の水源林のご案内 

まるで雨が木々に力を与え

るように緑がどんどん濃くな

ってきます。やどりきではい

ろいろな種類のウツギがつ

ぎつぎと咲きます。皆さんは

どんなウツギと出会えるでし

ょうか？ 
ミツバウツギ 

小田急線新松田駅構内の跨線橋に富士山

専用窓があります。ぜひ眺めてみて下さい。 

やどりき水源林に入ると森はとりどりのみどりで彩られています。 

目を凝らすと足元にも木々の枝にも小さな花たちがせいいっぱい咲いています。 

動物たちとの出会いがあるかもしれません。 

 

ミヤマキケマン 

ヤマルリソウ 

ウラシマソウ 

浦島太郎のように釣り竿

を背負っています。 
イロハモミジの小さな花。 

一つの花序に雄花と両性

花が咲きます。 

ジロボウエンゴサク 

ウツギ 

シバヤナギ 

水源林に長く棲むニホン

カモシカがお迎えに 

昼寝からお目覚め 

ムササビ 


